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ケータイ

　昭和32年生まれ。早稲田大学法学部卒業後、㈱日本長期信用銀行等を経て、平成５年の衆
議院議員総選挙において初当選。以後７回連続当選中。
　自民党青年局長・商工部会長・経理局長、建設政務次官・文部科学副大臣、衆議院厚生労
働委員長などを歴任後、平成19年の第一次安倍改造内閣において内閣府特命担当大臣（沖
縄担当など）で初入閣。初代消費者行政推進担当大臣として消費者庁新設の土台を作る。
　平成23～24年にかけて野党自民党に
おいて国会対策委員長として指揮をと
り、与党に対して厳しい国会追及を行い、
解散に追い込む。
　また24年には保守本流の政策集団で
ある「宏池会」の会長に就任する。
　平成24年の衆議院総選挙後に発足し
た第二次安倍内閣において外務大臣と
して入閣し、世界を舞台に奮闘中。

岸田文雄プロフィール

日米安全保障協議委員会（「2＋2」閣僚会合）日米安全保障協議委員会（「2＋2」閣僚会合）

数字で見る岸田外交②数字で見る岸田外交②

地球から月までの距離
　　　　　約384,400Km

月までの残り距離
　　　　 58,428Km

　１２月２６日に第二次安倍内閣が発足して一年が経ちま

す。

　この間、岸田文雄外務大臣は訪問した国と地域がのべ２６

カ所となり、移動距離も飛行機の距離だけで325,972Kmとな

りました。海外滞在日数も３９泊７４日となりました。もう２ヶ

月半ぐらいは海外にいる計算です。ちなみに泊数が少ないの

は、例えば日本の夜に出発し現地に着くと朝の時間という場

合には泊数に含まれないためです。しかしこの場合でも岸田

外務大臣はそのまま現地時間の朝からの日程をこなします。

日本時間の朝に成田空港に帰国し、そのまま国会に直行して

国会答弁をこなした、なんていう日もありました。ある意味、時

差や睡眠時間との戦いであり、体力維持や体調管理も外務大

臣としての大切な仕事だと言えるでしょう。

　また電話会談も計３９回にもなりました。中でもアメリカの

ケリー国務長官との電話会談が一番多いですが、これまでイ

ンドネシアやメキシコ、アルジェリアやノルウェーなど、電話で

すから国や地域を問わず、必要に応じて即時電話会談でもっ

て意思の疎通を図っております。

　外交とは人と人との人間関係によって計られる場面も多々ありますので、直接訪問でも電話会談でも積極的にコミュニケーション

をとり、岸田文雄外務大臣は日本の外交を展開しています。

外務大臣に就任してからの
　総移動距離 約325,972Km
外国出張回数 １４回

外国出張日数 ３９泊７４日

訪問した国と地域 のべ２６カ所

国内出張回数 ９回

外務省フェイスブックより

　岸田文雄です。
　今朝７時半からケリー米国務長官と電話会談を行いました。ちょっと早い時間ですが、時差の関係
で、日米電話会談はいつも早朝あるいは深夜になります。
　ケリー長官とは、１０月３日の日米２＋２、その翌日からのインドネシアでのＡＰＥＣ閣僚会合の
際に日米豪閣僚級戦略対話などで会談して以来ですから、約１ヶ月半ぶりの会談となりました。
　今回は、ケネディ大使の着任、先般の私のイラン訪問を含めイランの核問題などについて議論しま
した。同盟国である日米の外相が、地域、国際社会の課題について頻繁に意見交換し、立場のすりあ
わせをしていくことは大切だと思います。
　ケリー長官とは、「フミオ」、「ジョン」と呼び合う関係ですが、今後も頻繁に意見交換していこうということで一致しています。

https://www.facebook.com/Mofa.Japan

これまでの海外への移動が
　月を目的地としていたとしたら……
これまでの海外への移動が
　月を目的地としていたとしたら……

外国政府及び国際機関要人
　等との会談件数 200件以上

歴史に残る外交成果を次々に上げていく
岸田文雄外務大臣の外交姿勢とは
歴史に残る外交成果を次々に上げていく
岸田文雄外務大臣の外交姿勢とは

●●

宏池会研修会＆事務所移転宏池会研修会＆事務所移転●●
数字で見る岸田外交②数字で見る岸田外交②●●
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2020年東京オリンピック招致
　核兵器の非人道性に関する共同声明署名
　　史上初の日露外務・防衛閣僚協議(2+2)開催・・・

歴史に残る外交成果を次々に上げていく
岸田文雄外務大臣の外交姿勢とは

政策集団「宏池会」研修会＆事務所移転
　岸田文雄代議士が会長を務めている政策集団「宏池会」は、９月に１泊２日の研修
会を行い、東北大学公共政策大学院の大西 仁教授をお招きして講演を賜り、パネルデ
ィスカッションを行いました。
　また、１０月には長年親しんできた事務所が再開発のため建物ごと取り壊されるこ
ととなり、新たな事務所に移転しました。

　

十
二
月
二
十
六
日
に
第
二
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
て
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
間
外
務

大
臣
と
し
て
岸
田
文
雄
代
議
士

は
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
や
核
兵
器
の
非
人
道
性
に

関
す
る
共
同
声
明
署
名
、史
上
初

の
日
露
外
務
・
防
衛
閣
僚
協
議（
２

＋
２
）開
催
な
ど
、数
々
の
歴
史
に

残
る
外
交
成
果
を
上
げ
続
け
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
岸
田
文
雄

外
務
大
臣
の
、積
極
的
な
外
国
訪

問
な
ど
を
通
じ
た
当
事
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視
し
て

い
た
姿
勢
に
尽
き
ま
す
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
や
核
兵
器
の
非
人

道
性
に
関
す
る
共
同
声
明
署
名
な

ど
は
ま
さ
に
そ
の
象
徴
で
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
な
ど
に
、

核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
共

同
声
明
署
名
は
そ
の
関
係
各
国
の

担
当
者
な
ど
に
、直
接
対
話
を
も
っ

て
粘
り
強
く
交
渉
し
た
結
果
と
し

て
、そ
の
成
果
が
現
れ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
十
一
月
に
は
イ
ラ
ン
へ
赴

き
、大
統
領
と
外
務
大
臣
に
直
接

会
っ
て
核
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
を

議
論
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
の
イ
ラ
ン
と
Ｅ
Ｕ
３
＋
３

の
核
問
題
に
関
す
る
合
意
に
も
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
、岸
田
外
務
大
臣
の
粘

り
強
い
交
渉
が
功
を
奏
し
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

先
日
、日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
四
十

周
年
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
東
京

で
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
談

が
開
か
れ
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
首

脳
が
日
本
に
集
ま
り
ま
し
た
。岸
田

外
務
大
臣
の
最
初
の
外
遊
先
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ネ
イ

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、岸
田
外
務
大
臣

は
今
後
の
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

と
の
さ
ら
な
る
関
係
発
展
に
注
力
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
の
関
係
に
お
い
て
、岸
田
外
務
大
臣
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
は
い
ま
元
気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
今

や
全
世
界
に
知
れ
渡
り
、二
国
間
外
相
会
談
の
場
だ
け
で
な
く
、国
際
会
議

で
の
場
に
お
い
て
も
高
い
関
心
を
も
っ
て
こ
れ
を
尋
ね
ら
れ
ま
す
。日
本
の

「
積
極
的
平
和
主
義
」と
い
う
外
交
政
策
は
多
く
の
国
々
か
ら
歓
迎
、支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。五
十
六
年
ぶ
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
定
し
ま

し
た
。世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
米
国
大
使

は
、他
の
ど
こ
の
国
で
も
な
く
日
本
の
大
使
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
元
気
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

広
島
選
出
の
議
員
と
し
て
、日
本
の
外
務
大
臣
と
し
て
、岸
田
文
雄
外
務

大
臣
は
そ
の
期
待
以
上
の
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

東京五輪招致成功後、政府専用機で帰国

五輪招致の記者会見日米２＋２共同記者会見

武器貿易条約ハイレベル会合（国連）

核軍縮ハイレベル全体会合（国連）

衆議院NSC特別委員会

ASEM外相会合

ASEM外相会合での一幕

マカリー・NZ外相とのラグビー観戦に
おけるユニフォーム交換

Ｖ４（チェコ・スロバキア・ポーランド・ハンガリー）
＋日本、外相会談

▲

日・北欧バルト8カ国外相会合

インド　デリーメトロ視察

ＡＰＥＣ閣僚会議

イラン　ローハニ・イラン大統領表敬

紛争下の性的暴力防止に関する
サイドイベント国連）海外日系人大会レセプション

NPDI外相会談（国連）

ケネディ新駐日米国大使と

日露２＋２
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